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水戸家庭裁判所委員会（第３５回）議事概要 

 

１ 開催日時 令和２年１１月９日（月）午後３時から午後５時まで 

２ 開催場所 水戸家庭裁判所大会議室 

３ 出 席 者 （委員） 

有馬直美，大瀧真砂子，大谷恭久，大津辰夫，長田佳世，小

林正典，五來雄二，蔀孝二，柴田敦，東海林保，住友隆行，

幅昌子，丸山広人，森田冴子（五十音順 敬称略） 

（事務局等） 

首席家庭裁判所調査官 千村隆，首席書記官 井手本明，次

席家庭裁判所調査官 重松貴子，次席書記官 安藤慎一，事

務局次長 植木佳恵，訟廷管理官 大倉勝良，総務課長 立

花好教，課長補佐 竹田博賢  

４ 議事（本日のテーマ「水戸家庭裁判所における新型コロナウイルス感染

症への対応について」） 

⑴   委員交代の報告（有馬委員，岩見委員（欠席），蔀委員，柴田委員，

住友委員，幅委員） 

⑵   水戸家庭裁判所委員会（第３３回）のフィードバック 

⑶   裁判所からの説明 

新型コロナウイルス感染症への水戸家庭裁判所の対応について説明

が行われた。 

⑷   質疑応答・意見交換 

 別紙第１のとおり 
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（別紙第１） 

《テーマに関する質疑応答・意見交換の概要》 

（ウェブサイト掲載時：■委員長，○委員，●委員（裁判所所属），△裁判

所側の説明者） 

 

■ これから皆さんと意見交換させていただきたいと思っています。意見交

換したいことは大きく二つありまして，一つはスライドで御紹介した緊急

事態宣言前後の取組について，皆さんから御意見，御感想，御質問を伺い

たいと思っています。もう一つは，今後また同じような事態となったとき

に，裁判所はどういうスタンスで対応すべきかについて，皆様の御意見を

伺えればと思っております。  

なお，裁判所の取組について御意見，御感想，御質問を頂く際には，皆

様が属しておられる機関や組織において，これまで感染症対策をされてお

られたと思いますが，ここで御紹介いただける取組がありましたら，ぜひ

御紹介いただきたいと思います。  

それではまず，病院における取組を御紹介いただきますとともに，裁判

所の御紹介した取組について御感想なり御意見がございましたらよろし

くお願いしたいと思います。  

 

○ 病院は所々で院内感染が発生し，大変なところがありますので，どこの

病院も神経質に色々な取組をしています。まず一番は，外部の出入りを必

要最低限にするということです。例えば，私共のところで言いますと，入

院患者への面会を制限するとか，お産関係であれば分娩のときの家族の立

会いを制限したり，外来にいらっしゃったときに待合室や診察室に入るの

を御本人だけにするとか，なるべく外部の人を入れない方法が一つです。

病院の入口も本当は４，５か所ありますが，日中は２か所，夜間は１か所
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に限って，そこに，空港などにあるような非接触型体温計と，マスクをし

ていない人をチェックして着用を促す装置を取り入れて，外部からのウィ

ルスの持ち込みがないようにしています。また，その時熱がなくても調子

が悪い方もいらっしゃいますので，病院にいらっしゃるとき，入院すると

きにはチェック項目を決めて体調をお聞きし，チェック項目に当てはまる

ときにはスタッフから医師に相談するようにし，心配な人をなるべく中に

入れないようにしています。病院内部での感染対策としては，病院ですの

で体調が悪い方もいらっしゃいますので，お互い濃厚接触にならないよう

にしています。たとえ相手が感染者であっても，お互いマスクを着用して

いて，ある程度短い時間であれば濃厚接触者には当たらないという学会の

基準に基づいて，患者さんはマスク，医師はマスクとフェイスガードを着

用するといった基準を決めて対応しています。もちろん，手洗い，アルコ

ール消毒はきちんとしています。  

裁判所を見ますと，窓口は市役所と同じようにどういった方が来るか分

からないということがあると思いますが，例えば，調停に来る方は体調を

確認したりとか，先ほど事前に濃厚接触者かもしれないという話があった

ということでしたけれど，逆に言わない人もいるかもしれないので，それ

はきちんと聞いていただいた方がよいかもしれません。茨城県の感染発生

状況を見ると，だいたい誰かの濃厚接触者であることが多いので，濃厚接

触者に当たらないかということも確認しておいた方がよい項目かもしれ

ません。裁判所内部の感染対策を見せていただいた分では，難しいかもし

れませんが，各部屋に入るところでアルコール消毒ができるようにしてい

ただく方がよいかもしれません。それから，感染症対策に関して，先ほど，

パーテーションなどを「消毒ができるのですか。」と聞いたのですが，結

局感染症で何が心配かというと，たぶんエアロゾールが心配されるかと思

います。そこにパーテーション等があるということは，もし感染者がいた
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としたら，そこにウィルスがくっついているかもしれないということにな

るので，消毒しないでそのままずっと置いておくということはどうなのか

なと思います。ほとんどの方は内部にいるだけでは感染者にならないので

たぶん大丈夫であるとして，パーテーションを置くことで「対策をしてい

ますよ」感を出したいということであればそれはそれで意味があると思う

のですが，本来は，ある程度離れた場所にいて，換気もきちんとしている

状況で，お互いマスクをしていて，体調が悪い人もいないという前提でや

るのであれば，ずっと置きっ放しのパーテーションとか，吊しっ放しの同

じビニールカーテンをしなくてもいいのかなと思いました。私たちも外来

でお話しするときには，自分たちがマスクをするとか，また，咳をする人

だったら，狭い部屋で換気が悪いところだったら分けたりすることもある

のですが，通常はビニールみたいなものはしていません。裁判所も相手が

分かっていて，体調が悪い人がいないという前提でやっていくのでしたら，

拭き掃除がちゃんとできないものは余り置かない方がもしかしたら良い

のかなと思いました。以上です。  

 

■ 貴重な御意見ありがとうございました。続きまして，感染症ということ

になりますと老人ホームとか，御高齢の方に対応する所は大変だったと思

います。そのあたりいかがでしょうか。  

 

○ 私共も今年，コロナウィルス対策として最初は本当に何をしたらよいか

分からなかったのですが，今は職員の出社退社の時に必ず体温を測るとい

うことをしています。というのは，私共のような施設では，ウィルスを持

ち込むなら職員ということになりますので，職員の行動管理と言いますか，

余り変な所に行かないようにという部分も含めて指導しているところで

す。あと，面会の方もいらっしゃるのですが，去年のインフルエンザのと



 - 5 -

きから重なっているので，しばらく面会を禁止ということにさせていただ

いていました。しかし，さすがにそろそろ面会させないというわけにもい

かないということで，東京に御家族が通っていないとか色々な条件は付け

ているのですが，部屋に行くのではなく，面会室みたいなところで，先ほ

どのようなパーテーションを付けて面会を一部行っているという状況に

なっております。実を申しますと，私共の会長の施設でコロナ感染が発生

してしまいまして，６月の後半頃，まだ全然対応が確立していないときだ

ったので，本当に会長は大変だったのですが，そういう経験を生かしてテ

レビのニュースに会長が出て，こういうふうにしてくださいということで

随分お願いしたところ，施設内で発生した場合は，保健所においても，濃

厚接触者の切り分けについて，ある程度のところは濃厚接触者ということ

で職員も含めてやってくれる，もしくは迅速にＰＣＲ検査をするというふ

うに今はだいぶ変わってきたので，私共もだいぶ一時よりは安心している

というところでございます。  

また，裁判所のコロナウィルスの対策ということで，今日色々とお話を

いただきまして，やはりどうしても人と人との話合いというか，調停を含

めてそういう場でございますので，色々お気を使われているのだなと思っ

ておりますが，やはり今のところこのくらいしかできることはないのかな

と思います。ただ，今回の場合は毒性が多少強いとはいえ，今のところ２％

位の死亡率ということでございますが，もっとすごいのが来た場合はこれ

でいいのかなと心配しているところでございますが，今回のコロナウィル

スに対してはこんなところかなとお見受けさせていただいております。先

ほどお話しするのが抜けていましたけれど，面会に関しては，施設によっ

ては，モニターやタブレット端末のようなものでやっているというところ

もございます。今後どうなるか分かりませんが，ＩＴを使った方向になる

のかなと思いますが，試行錯誤しながら日々送っております。  
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■ 貴重な御意見ありがとうございました。続きまして，多くのお客の受付，

相談をされる銀行の方の御対応をお聞きしたいと思います。いかがでしょ

うか。  

 

○ 銀行は，不特定多数のお客様と接触する，それと並行して，地域経済を

止めてはいけないという社会的インフラとしての要請がございますので，

銀行がクラスターの発生源になってはいけない，それと銀行職員が感染す

ることによって業務を止めてはいけない，そういうこともあって，結構早

い段階から，具体的には２月に非常事態総合対策本部を立ち上げて各種対

策を取ってきました。４月７日に緊急事態宣言が出されたときは，すぐに

営業店の行員をスプリット営業体制，具体的には中の職員を二つの班に分

けて，一方を在宅待機，在宅勤務という形にして交替制勤務としてその二

つの班が交わらないようにする，本部もスプリットオペレーションという

形で，在宅もしくはロケーション的に別な場所に半分を移すというような

形で，一定のところに集中的に感染者が発生しないような対策等を採って

きました。結果的には，当行も１名の感染者が営業店で出ましたが，特に

広がることもなく大事には至らなかったことは不幸中の幸いでした。それ

から，たまたま，今年，銀行内の業務で使っているパソコンをかなりの台

数交換する予定があったのですが，その入れ替えに合わせ，モバイルＰＣ

の形でＬＰ回線で外から使える形にしようということを元々計画してい

ました。それがこういう状態になったので，当初は今年の後半に入れ替え

る予定だったのを，急遽前倒しで入れ替えて，在宅勤務でのスプリットオ

ペレーションに非常に有効であったと，要は自宅から行内システムにセキ

ュアな形で接続できるということが前倒しで実現できてそれでかなり救

われたところがあります。あと，お客様に対しては，当然，銀行ですから

お客様が窓口にやってきます。そこで，かなりお客様には御不便をお掛け



 - 7 -

する形になったのですが，３密を避けなければならないということから，

窓口の窓の数を減らしました。例えば，カウンターに三つ窓口があったと

すれば，中一つを閉じて二つに制限する。そうすると，当然ながらお客様

がお待ちになる確率が高くなりますが，ロビーに人があふれてはまずいの

で，当然ロビーに置いてある椅子を間引いたり，そもそも入店制限をさせ

ていいただきました。ロビー内が密にならないように行員がロビーに立っ

て入店を待っていただく，場合によって列を作って並んでいただく，それ

も当然ある程度のフィジカルディスタンスを保った状態でお待ちいただ

くような形を取りました。やはりメディアでも報道されていましたが，休

みになって色々片付けをしていたら古い通帳が見付かったから来たとか，

要は不要不急の目的で来店されることがないように，来店しなくてもでき

る取引がこんなにたくさんあるということをお客様にお知らせしました。

例えば住所変更は電話で受けています，振り込みはインターネットバンキ

ングで簡単にできます，口座開設とか残高を確認するとか，あるいは税金

納付もいろんな各種アプリが用意されています，そういったものをどんど

ん使ってください，という形でホームページであったり，あるいはポスタ

ー，あとはＡＴＭで取引をしていただいたときに出る画面，あとは各種ア

プリでのお知らせであったり，そういったところでいろいろとメッセージ

は伝えたつもりです。ただやはりお客様への周知というのが難しく，銀行

ができる限りいろんな媒体，チャンネルを使って広報したとしても，御覧

になって御理解いただけるお客様はほんの一部である，とうことはすごく

実感しました。今でもまだ非常事態総合対策本部は解除しておらず，一部

の店では昼休業を継続しています。やはりスプリットオペレーションをや

っていると行員の数が少なくなりますので，行員が昼休憩を取れないとい

う問題もあって昼休業を継続させていただいているお店もありますので，

まだまだ予断を許さない状態ではあると銀行としては認識しております。 
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裁判所の対策については，基本的にはパーテーションであったりとか，

いろんなところ，外の人と接するところはだいたい同じような対策を採っ

ているというように感じました。ただ，先ほど１階の受付のところに行っ

たときに，中でお仕事をされている職員の方の職務環境は余り普段と変わ

っていないのかなとちょっと感じました。銀行では机が対面の場合は真ん

中にもパーテーションを置くとか，あるいは先ほど申し上げたロケーショ

ンを分けたスプリットオペレーションの形で人を間引くという形を取っ

ているのですが，そういったところがちょっと見えなかったなという気が

しました。  

 

■ 貴重な御意見ありがとうございます。ちなみに今の御指摘の点につきま

しては，全国的に言いますとある裁判所では，いまおっしゃったように机

が向かい合わせになっていますので，間に段ボールパーテーションなどを

置いているところもございます。ただ，例えば電話や設備機器の問題でな

かなかパーテーションを置くことができないということもございまして，

現在，当裁判所でもどうするか，それを導入するかどうかを検討している

ということでございます。次に，コロナの関係では大学も大変だったのか

なと思いますが，いかがでしょうか。  

 

○ 今の銀行のお話を伺っていて，不特定多数の方がいらっしゃるところは

本当大変だなと思いました。大学は学生が多いということである程度特定

できるということがありますので，対策としては，前期，４月から９月は

丸々大学に来てはいけないということで封鎖して，一人もたぶん学生は構

内に入っていません。そういう状況で，授業だけはオンライン授業をする

という形で授業をやりましたが，去年の授業の評価と今年の授業の評価で

は今年の方が良かったという，オンラインの方が良いのかという悲しい現
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実が見えたりしました。コロナの対策という意味で学生たちは大学に来ら

れないということで，まだ１年生は，顔と名前が一致しないという学生た

ちも非常にたくさんいると思います。教育学部は，教育実習というのを毎

年必ずやるのですが，これも全部中止ということになり，やっとこれから

始まっているというところではありますが，また感染が拡大しているとい

うことでなかなか難しい状況になってきています。後期の１０月からの授

業では，やはりほとんどの授業がオンライン授業でやっておりますが，実

験系などどうしても授業をやらなくちゃいけない，対面で教えなくちゃい

けない授業は，教室の定員の半分，あるいは３分の１までだったら教室に

入ってもいいよと，その代わり密は避けなさい，という形で授業をやって

います。学生が構内に入るときには学部長の許可を得るというような形で

かなり管理されていますが，ただ学生は大学の外で何をやっているのかと

いうとその管理までは全くできません。今いろいろな大学で１０月から授

業が始まって，対面で授業をやっているとか部活動が再開していると，や

はり学生というのは感染するんだなと，あちこちで感染していますし，や

はり若者が感染を広げるという話もありましたので，引き続き管理をしっ

かりしていかなくてはならないということは我々もよく話で聞かされて

おります。  

大学も学生がほとんど来ないということもありますが，事務と教員が話

すときは一応パーテーションで区切られているとか，アルコール消毒など

もやっております。だから裁判所と大学の取組としては変わらないなと感

じておりまして，事務室の方は，机の間に仕切りがないとか，おそらく電

話の関係とか，先ほど委員長がおっしゃったことだと思いますが，その点

も取組としては似ているなと感じました。大学の方は，それほどコロナが

出たと言う話はなく，学生に何人か実は出ているようですが，その程度で

収まっているというような形で今のところ対策は進んでおります。  
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■ 貴重な御意見ありがとうございました。それでは新聞社の方から見て，

裁判所の対策はどのように映ったのか，あわせて，紹介いただける取組が

ございましたら是非お願いいたします。  

 

○ 先ほど御説明を受け，実際に調停室などを拝見しましたが，基本的なこ

とは弊社も同じでして，３月３０日に社長が本部長となった新型感染症対

策本部というのを立ち上げまして，やはりマスクの着用や手洗い，消毒の

徹底とか，３密を回避するためのテレワークや，時差出勤などそういった

基本的なことの徹底ということを周知して全社的に取り組み，基本的なこ

とを疎かにしないという対策をとりました。ただ，私共編集局の方は，人

とやはり直接お会いして話を伺うというのが基本的なスタンスですので，

特に記者には適当な距離を取って飛沫の対策等も徹底するようにという

ような指示をしまして，それと自宅と取材先の直行直帰というようなもの

を取り入れた勤務の実施を行ってまいりました。それと余り知られていな

いかと思うのですが，私共，新聞の編集を担当する内勤の記者という者が

かなりの人数おりまして，原則１ページに一人毎日勤務しておるのですが，

ローテーション勤務なので，もし感染者が出た場合に濃厚接触者が連鎖的

に発生してしまうと，外勤の記者よりも内勤の記者にそういうことが起き

た場合に大変影響が大きいということが懸念されましたので，記者を完全

にグループ分けしまして，作業スペースも会議室をつぶして分散させたり

して，相互に接触する時間を短縮して業務を行うというような対策を取り

ました。それから，机とキーボードなど共有する部分があるので，その消

毒の徹底というこれも基本的なことですが，そういった対策も採って報道

の使命を果たさなければいけないということで，その辺，かなり緊張して，

その態勢を当然として今も採っています。  

１点，裁判所の方にお伺いしたいのは，先ほど書記官の方から電話会議



 - 11 -

システムの活用ということで説明があったのですが，これは具体的にどう

いう事案があったのか，もし差し支えなければ，件数的なものはどのくら

い活用されたのか，もし分かれば教えていただければと思います。  

 

△ 電話会議システムは三者通話が可能なものになっていまして，裁判所と

代理人事務所であるとか，当事者のいるところとをつないで調停を行うも

のです。一方が出頭している場合もありますし，双方遠隔地にいるという

場合もあります。現在，今までよりは使える要件を緩和して，柔軟にいろ

いろなケースで使っていこうと検討しているところであります。具体的な

件数については，統計をとっていないので何とも言えないのですが，そん

なに珍しいものではなく，週に幾つか入るぐらいの件数は活用していると

思います。電話会議を使用できるケースとしては，法律上一応要件があり

ますが，遠隔地に居住する当事者の方であるとか代理人の方であるとかが

希望してやる場合もありますし，事案によっては，直接出頭することが難

しい等の理由のある当事者の方がいれば，こちらからこういう機械をつか

って調停を行うのはどうですかというお話をする場合もあります。  

 

○ ありがとうございました。参考になりました。どうもありがとうござい

ました。  

 

■ ありがとうございました。今の点を補足いたしますと，本来調停という

のは対面で行うべきところ，電話会議システムの利用も法律上できるよう

になっています。代理人が付いていれば問題はないのですが，そうではな

い本人のみの調停の場合というのは，電話の相手が本当に本人なのかどう

かという確認の問題もありますし，それから本来調停というのは非公開で

あるところ，電話だと他に誰がいるか分からないということもありますし，
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それから録音されるのではないかという問題もございまして，従前は基本

的には代理人が付いているか，もしくは御本人の場合は，最寄りの裁判所

に御出頭いただいて，そこで本人を確認した上でやっていたところですが，

コロナの関係で３密を避けるために有効活用しようということで，一定の

要件を満たせば，御本人がスマートフォンを使って，場合によっては御自

宅等でできるように少し要件を緩和していこうという動きになっており，

当庁でもそのための運用要領を作って，運用しているところではあります。 

ありがとうございました。まだまだ皆さんのお話しをお伺いしたいとこ

ろなのですが，残念ながら時間がなくなりましたので，この際，他の皆様

で，先ほど御説明しました裁判所の対応についての御意見御質問がありま

したら，是非よろしくお願いいたします。いかがでしょうか。  

 

○ 今回，こういう感染症というのが初めてだったので，全ての期日が取消

しになったり延期になったりというのは仕方がないのかもしれないので

すけれど，また今後冬になって，同じような状態になったときに，当事者

がそれ程大量に来るわけでもない訴訟の方はそんなに全部取り消さず，も

う少しやっていただいてもいいのかなとは思いました。調停はちょっと人

が多くなるので３密を避けるという点で無理もないのかなとは思います

が，訴訟はもう少しやっていただけると弁護士としては助かるかなと思い

ます。お願いします。  

 

■ ありがとうございます。今の御意見を踏まえまして，今後同じようなこ

とになったときに裁判所はどうするべきか，ということについての御意見

を是非いただきたいと思います。今，弁護士委員の方から，家庭裁判所と

いうのは大きく分けると家事関係は調停，そのほかに審判手続というのも

あります。これは別表第一，第二に分かれていまして，第一というのはど
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ちらかというと，当事者が申し立てたものに対して，基本的には余り面接

などをせずに書面審理で行うものですが，別表第二事件というのは，例え

ば子の監護に関する調停事件が不成立になったら，審判手続に移行すると

いうようなもの，あるいは遺産分割の調停が不成立になったら遺産分割の

審判をするという形のものがございます。もう一つは人事訴訟，例えば離

婚裁判などが主なのですが，こういうものについては，普通の民事訴訟と

変わらない手続になっております。今の委員の御発言は，どちらかという

と人事訴訟の期日は取り消さなくてもよいのではないかという御意見で

しょうか。  

 

○ はい。  

 

■ 家事審判についてはいかがでしょうか。  

 

○ 審判もそんなに人が来るようなものではないものは，裁判官と例えば代

理人だけがいるような手続であれば，もし法廷であればもちろん広いです

し，法廷でないときもそんなに狭い部屋ではないので，期日をやっていた

だいた方が，仮に期日を全て取り消した場合，再開後にすごく事件が固ま

るとなかなか動きづらくなりますので，少しずつやっていただいた方が助

かるかなと思います。  

 

■ ありがとうございました。  

 

○ 先ほど次席書記官の方からお話があった，当日発熱した方がいらっしゃ

ったという事件を担当した際に感じたことをお話します。やはり，そうい

った発熱しているような方が裁判所にいらっしゃらないようにして，なお
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かつ，予防するというのが大前提ではありますが，申立人ではなく相手方

だったものですから，来たくて来ているわけではないと，しょうがなくて

来ているのにというような感情も当事者にはあるようでした。そのような

場合，どうやって期日を閉じるか，一応大至急裁判所の職員に何かあった

ら連絡をするようにと指示をいただいているのですが，実際に集団の待合

室に戻すわけにはいかない，そのような状況で個室の中にいて，医者では

ないから診断もできないがどうやらあなたの話はおかしいから，裁判所の

職員にちょっと今から言ってきますとなかなか言えないという非常に難

しい状況が発生すると思います。今，そういったことが裁判所の中で発生

していないようなのでいいと思うのですが，今後，本当に発熱してしまっ

た方がたくさん来るとか，そういった状況になった場合には，例えば，あ

らかじめ裁判所の判断で，当事者の体調によっては早めの時間に期日を終

了することがあり得ますとか当事者に対して事前に一言言っていただい

ていれば，調停委員の立場としては対応しやすいかなと思いました。  

 

■ ありがとうございました。実際に調停委員をしていただいている立場か

ら，現場の切実なお話だと思います。先ほど御説明していませんでしたが，

受付に当事者が来た段階で一応体調を確認した上で，ちょっと体調がおか

しいなと思った場合には，検温はしております。それからもちろん，途中

で，当事者から体調が悪いという話がございましたら，遠慮なく書記官に

言っていただいて，それで実際素早く対応して，直ちに調停を打ち切って

退庁していただくというところもございますので，そこは情報共有を密に

していただいてやっていきたいと思っておりますのでどうぞよろしくお

願いいたします。時間がなくなって恐縮ですが，最後に皆さんにお聞きし

たいのは，今申し上げたように，先の緊急事態宣言の時は，新型コロナが

どういうものか分からず，とにかく感染してはいけないということで，特
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に調停については，ほとんどの期日を取り消して，裁判所の職員も多くを

在宅勤務にしたという状況になっておりますが，今後そういう形でやるべ

きかどうなのかとうことについて，一つ大きな視点として，裁判所，特に

家庭裁判所の調停，審判，裁判というのは，いわゆるエッセンシャルワー

クなのかどうかという視点があろうかと思います。皆さんも御承知のとお

りエッセンシャルワークというのは，基本的な社会機能を維持するのに不

可欠な業種ということで医療，警察，消防，それから公共機関，ロジステ

ィック，それから生活必需品を売る小売ということが一般的に言われてい

るところですが，裁判所の業務がたとえ感染症があっても事件を止めてし

まう，あるいは期日をやめることによって社会機能が維持できなくなると

いう類型のものなのかどうなのかということが議論の対象になるのかな

ということです。それ次第では，たとえ緊急事態宣言がまた今後出てもや

っぱりやめるべきではないと，あるいは，もちろん事件の中にはやめるべ

きものと緊急性があるとしてそうじゃないもの，例えば，子の監護に関す

る事件，要するに子どもを引き渡してくれとかいうようなこととか，それ

から養育費とか婚姻費用の分担ということで，相手方が養育費とかを出し

てくれないので生活に困窮しているから早く決めてくれというのもある

かと思います。そういうようなものも含めて，およそ家庭裁判所が行って

いる事件処理というのが，先ほどお話しさせていただいたエッセンシャル

ワークとして社会の機能維持に不可欠なものかどうかということについ

ての皆さんの御感想をお伺いしたいと思うのですがいかがでしょうか。是

非忌憚のない御意見を伺えればと思います。  

 

○ 産婦人科の方で仕事をしていますと，やはり困窮した御家庭とか，それ

からＤＶ関係とか，今後それこそ家裁に関係してくるような事案が，コロ

ナの先が見えない中でやっぱり出てくると思います。そうすると，女性と
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いう弱い立場の者を守るということから考えると，やはり家裁の仕事はエ

ッセンシャルワークだと思いますので，本当に分からなかった時期と違っ

て，今は３密を避けるとか，標準的な予防策をきちんとしていただければ，

クラスター化を避けることができるだろうということが分かってきてい

ますので，先ほどの来庁者の体調管理とかそういったことを含めてきちん

としていただければ，私はできればぜひ継続していただきたいというふう

に思います。  

 

■ ありがとうございます。ほかの皆様いかがでしょうか。  

 

○ 私共は社会的養護の施設の団体なのですけれど，我々も児童虐待に関す

る事案というのがあって，通常は行政とか児童相談所が入って解決するの

ですが，時として家庭裁判所が入るケースがやはりあります。そういうケ

ースの場合止めるわけにはいかない，一歩間違うと命に関わる可能性があ

る事案が中にはあったり，子どもの生活とか子どもの権利を守るために，

結論を出すのに闇雲に時間を掛けられない状況もあったりするので，事件

がすごくたくさんあるわけではないとすれば，ある程度機能は継続してい

ただいた方が子どもの生活や，安全，権利などを守ることが比較的に可能

なのかなと思います。１００％の稼働はいらないかと思いますけれど，や

はり最低限の稼働はしていただきたいなというのが我々の願いです。  

 

■ ありがとうございます。保護司の立場からはいかがでしょうか。  

 

○ 委員長のおっしゃるように，世の中がある程度，緊急事態宣言などが万

が一この先出て，止まるような動きがあっても，やっぱり止めていけない

ものと，半分は止めていいもの，全く止めていいものなどいろいろあるか
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なと思います。全てが一緒ではないと思います。その中で，やはり全部止

めてしまうというのはどうなのかなと思いながら話を聞かせていただき

ました。  

 

■ ありがとうございます。県でいじめ対策を担当しておられます委員はい

かがですか。  

 

○ 県の職員という立場を踏まえてということになりますが，私共なども全

校一斉休校から本県全体の小中学校の再開というところまでいろいろな

対応をしてきたところでございます。その中で皆さんの御意見とか委員長

からのお話をお伺いした際に，やはり選択肢はあるのではないか，どうし

てもやらなくてはいけないもの，どうしてもではないもの，という区分け

区分というのがあり得るのではないかなと感じたところがございます。あ

わせまして，私共は文部科学省の管轄という形になりまして，例えば茨城

県だけで判断できるものでもないと感じますので，全国的な取扱いが当然

必要になってくる部分もあるかと思います。そういったところも踏まえな

がら，我々も虐待などはどうしてもお願いする部分もあるかと思いますの

で，そういった部分はエッセンシャルワークとして位置付けていただくと

いうことも必要なのではないかと思いました。  

 

■ ありがとうございます。特に調停をやるべきかどうかということについ

てはいかがでしょうか。  

 

○ 家裁の業務全体をひとくくりにすることはできないと思っていて，皆さ

んがおっしゃるように，婚姻費用ですとか，相続放棄ですとか緊急性の高

いものに関しては続けていかないといけないのかなと思っていまして，調
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停に関して言いますと，事案にもよるので一律には言えませんが，単純な

離婚だけの調停なのか，婚姻費用も含んでいるのかにもよるかと思います。

婚姻費用が払われないと本当に死活問題であり，調停を続けていく必要が

高いかと思いますし，そこまでお金に困っていないというところであれば，

必要性としては劣るところもあると思うので，一律には言えないかと思い

ますが，調停を全て止めてしまうということになると，やはり難しいとこ

ろもあるのかなと思うので，そこは事案によって緊急性の高いものに関し

ては継続すべきかと思います。調停に関して現在どうなっているのか分か

らないですけれども，最初と最後双方当事者が同席する方式がとられてい

ることもありますが，それに関しては柔軟に解釈して，できるだけ部屋に

入れる人を少なくする，代理人も二人で来ることも多いですけれど，一人

で済むのであれば一人にするとか人数制限をするなどして，工夫をして続

けていけるものは続けていくというのが良いのではないかなと思います。 

 

■ ありがとうございました。それでは調停委員をされている委員としては

いかがですか。  

 

○ 継続せざるを得ない案件やしなくてはいけないような案件は確かにあ

ります。ところで，お願いなのですが，電話会議については，電話ではす

ごくやりにくいです。実は，声も聞きづらいし，又，例えば代理人が付い

ている場合，ほとんど代理人しかお話しなさっていなくて御本人の顔色は

分からないということもあります。是非，予算もないとかは思いますが，

テレビ電話の導入をお願いしたいということは，調停委員も皆言っており

ます。よろしくお願いいたします。  

 

■ 調停という性質上，なかなか顔が見えない中でやるというのは難しいと
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いうことでしょうかね。ありがとうございます。最後に，実際家庭裁判所

として取り組んでいる取組と今後の取組について，裁判官委員の方から御

説明させていただきます。  

 

● 今のお話の中で，やはり一律全て取り消すというのはなかなか社会の理

解を得られないという中で，いかに業務を続けながら，かつ感染を防止す

るかという対策を採っております。具体的に申しますと，まず調停のやり

方というところでございますが，電話会議等を多くやるということ，それ

からやはり密を避けるということで１回当たりの調停の時間をいかに効

率的に進めていくか，時間を短くするかということで，１回当たりの時間

を短くするためにはどうやればいいのかということについて今知恵を絞

っております。その関係で調停の回数を少なくしていく，そもそも効率的

に調停を進めることによって密状態を減らしていくということと，調停の

やり方自体を根本的に改めることによって３密の状態を避けるという対

策を採って，とにかく調停をやらないという形ではなく，どうやったら調

停をやりながら感染を減らしていけるかということに頭を絞っておりま

す。また，やはり緊急事態宣言が出ますと，当然のことながら期日をある

程度取り消さざるを得ないところもあり，そうしますと再開をする時にも

う一度調整しなければいけないというなかなか難しい問題がございます

ので，期日をあらかじめ複数回指定することによって再開をするときに新

たな調整が必要にならないようにしようというような態勢，また，我々の

方も，ある意味で言うと裁判官一人に感染が発生してしまうとクラスター

になってしまうので，それをいわば交代制にするという形にして全ての機

能が止まらないように，職員等も，いわば先ほどのスプリット制のような

ものに似たようなものも考えております。そのような形で，今，次回同じ

ような事態が起こったときの対策を鋭意検討を進めているところでござ
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います。  

 

■ ありがとうございました。皆様から非常に有益な意見をたくさんいただ

いております。今頂いた意見を基にして，これからまた裁判所がどういっ

た形で対策を採るかということを考えていきたいと思っております。本日

はどうもありがとうございました。  

       以 上  


